
LOB11シリーズ

ロックミシン取扱説明書

．ご使用になる前に必ず取扱説明書を
お読みになり、正しくお使いください0

・取扱説明書はなくさないように大切に
保管し、いつでも手にとって見られる
ようにしてください。



はじめに

とのたびは、本製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
お使いになる前に以降の「安全にお使いいただくために」をよくお読みのうえ、この取扱説明書をご覧にな
り、各機能の正しい使い方を十分にご理解のうえ、末永くご愛用ください。
また、読み終わった後は保証書とともにお使い』こなれられる方が、いつでも見られるところに必ず保管して
ください。

安全にお使いいただくために
取扱説明書および本製品で使われている表示や絵文字は、本製品を安全に正しくお使いいただき、お使いに
なる方や他の人々への危害や損害を未然に防ぐためのものです。その表示や意味は次のとおりです。

A警血｜この表示を無視して誤った使い方をすると、人が死亡または臨時う危険が
回 想定される内容を示しています。

A 「の表示を無視して誤った使い方をすると、人が傷害を負う危険が想
注意 ｜定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示してい
ます。

取扱説明書で使用している絵文字の意味は次のとおりです。

ぐジ特定しない禁止事項 ＠ 特定しない義務行為 It. 感電の危険があります
⑭手を針凶づけては

いけません
⑧ 分解してはいけません c 電源プラグを抜いてください

~ 火災の危険があります ③ 水lζ濡らしてはいけません どら特定しない危険通告

本製品を安全にお使いいただくために、以下のととがらを守ってください。

企警告

0 必ず般家庭用電源A仁lOOVの電源で使用してください。それ以外の電源で使用すると、火災・感電・故障の原因となります。

£ 
It. 

c 以下のようなときは電源スイッチを切り、電源プラグを抜いてください。火災・感電・故障の原因となります。

企
・ミシンのそばを離れるとき
－ミシンを使用したあと

It. －運転中に停電したとき
・接触不良、断線などで正常に動作しないとき
－雷が鳴りはじめたとき
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A注意

ぐヲ
£ 延長コードや分岐コンセン卜を使用した、たこ足配線はしないでください。火災・感電の原因となります。

~ 

0 
濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となります。

~ 

ム 電源プラグは根元まで確実に差し込んでください。差込みが不完全ですと、感電や発熱に
企 よる火災の原因になります。

③ 傷んだプラグ・緩んだコンセントは使用しないでください。

0 フットコントローラーは付属のものを使用してください。感電や発熱による火災の原因と
~ なります。

~ 電源プラグを抜くときはまず電源スイッチを切り、必ずプラク、の部分を持って抜いてくだ

£ 
さい。電源コードを引っ張って抜くとコードが傷つき、火災・感電の原因となります。

0 電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ね
じったり、たぱねたりしないでください。また、重い物を載せたり、加熱したりすると電

£ 源コードが破損し、火災・感電の原因となります。電源コードまたは電源プラグが破損し
たときはミシンのだ使さ用をやめて、お買い上げの販売店または 「お客様棺談室（ミシン 119

It 番）」にご連絡く い。

c 長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。火災の原因
ど色 となります。

③ 直射日光の当たるところや、ストーブやアイロンなど、火の気のある物のそばや温度の高
t色
いところでは使用しないでください。ミシンの使用温度はOて～40℃です。
ミシン内部の温度が上がったり、ミシン本体や電源コードの被膜が溶けて火災・感電の原

~ 因となります。

ム
野外でのご使用は避けてください。雨などが降り、本体が濡れて感電の原因となります。
また濡れた時はお買い上げの販売店または「お客様相談室 （ミシン 119番）」 にご連絡く
ださい。

0 温度や湿度の高い所でのご使用や保管はさけてください。

③ スプレー製品などをご使用の部屋では使用しないでください。スプlンーへの引火によるや
~ けどや火災の原因となります。

③ ぐらついた台の上や傾いたととろなど、不安定な場所には置かないでください。パランス
が崩れて倒れたり、落下などしてケガをする原因となります。

どら ミシンは安定した平らなテーブルや机の上でご使用ください。
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A注意

0 ミシン本体の換気口をふさがないでください。換気口は、必ず壁から 30cm以上離してお
使いください。また、換気口やフットコントローラーに糸くずやほとりがたまらないよう

& にしてください。火災の原因となります。

③ 
& ミシン本体の上に花ひ、んや水の入った容器を置くなどして、ミシン本体に水をとぼさないでください。万一、内部に水などが入った場合は、電源スイッチを切り、電源プラグをコ

~ ンセン卜から抜いてお買い上げの販売店または「お客様相談室（ミシン 119番）」にご連絡ください。そのまま使用すると火災・感電の原因となります。

c 
ぐヲ
ミシン本体の換気口や内部に異物を入れたり、ドライバーなどを差し込まないでください。

ム 高圧部に触れて感電のおそれがあります。万一、異物が入った場合は、使用をやめてお買
c い上げの販売店または「お客様相談室（ミシン 119番）」にご連絡ください。

＠ ミシン本体の重さは約6kgあります。ミシン本体を持ち運びする際は急激、または不用意な動作をしないでください。腰や膝を痛める原因となります。

＠ ミシン本体には取扱説明書に記載されている正規の部品を使用してください。他の部品を使用するとケガ・故障の原因となります。

⑮ 
お客様ご自身での分解、修理および改造は行わないでください。火災・感電・ケガの原因

& となります。指定以外の内部の点検・調整・掃除・修理は、お買い上げの販売店または
「お客様相談室（ミシン 119番）」にご依頼ください。

~ 

号2取扱説明書に記載されている整備は、必ず電源プラグをコンセントから抜いて行ってくだ
~ ざい。ケガ・感電の原因となります。

＠ ミシン本体は、必ず、取っ手を持って持ち運びをしてください。他の部分を持つととわれたりすべって落としたりして、ケガの原因となります。

⑭ ミシン操作中は、針の動きに十分注意してください。また、針・プーリー・メスなど、動いているすべての部品に手を近づけないでください。ケガの原因となります。

ぐヲ 縫製中、布地を無理に引っ張ったり、押したりしないでください。ケガ・針折れの原因となります。

③ 曲がった針は絶対に使用しないでください。針折れの原因となります。

~ 
万一、ミシン本体を落としたり、破損したり、故障したりした場合は、ただちに使用をや
めてお買い上げの販売店または「お客様相談室（ミシン 119番）」にご連絡ください。

& そのまま使用すると火災・感電の原因となります。

ム 万一、煙が出ている、異臭がする、異常音がするなどの状態のときはすぐに電源プラ
& 
グをコンセン卜から抜いて、お買い上げの販売店または「お客様相談室（ミシン 119番）」
にご連絡ください。

c そのまま使用すると火災・感電の原因となります。お客様による修理は危険ですから絶対に行わないでください。
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A注意

＠ 
ミシン本体が入っていた袋は、お子様がかぶって遊ばないように、お子様の手の届かない
ところに保管するか廃棄してください。かぶって遊ぶと窒息のおそれがあります。

0 お子様の玩異として使用しないでください。お子様がご使用になるときや、お子様の近く
＠ 
でご使用になるときは、お子様がケガをしないよう十分注意してください。

⑭ 針の下に指などを入れないでください。ケガをするおそれがあります。

糸通しに関する操作については、取扱説明書の指示に従って正しく行ってください。取り

＠ 扱いを誤ると、縫製中に糸がらみ等が発生し、針が折れたり、曲がったりするおそれがあります。

0 フットコントローラーの上に物を置かないでください。ケガ・故障の原因となります。

0 ミシン本体の掃除に、ベンジン、シンナー等の薬品を使用しないでください。ミシンが故障する原因となります。

＠ 
押えや針などの部品を交換／取り付けする際は、必ず、取扱説明書の指示に従って正しく
行ってください。

・このミシンは日本国内向け、家庭用です。海外では使用できません。

This sewing machine can not be used in a foreign country as designed for Japan. 

・仕様および外観は品質改良のため、予告なく変更するととがありますのでご了承ください0

・本書の内容を許可なく無断で複製するととは、禁じられておりますのでご了承ください。

－本書の内容を予告なく変更することがありますのでご了承ください。

－本書の内容について万一不審な点や誤リなどお気づきの点がありましたら、「お客様相談室（ミシン119番）」

にご連絡ください。
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警告ラベルについて

ミシンには以下の警告ラベルが貼られています。

警告ラベルの注意事項を守って作業を行ってください。

v 

A 注意
A町、 針の下に指をいれ

f;;J禍a・Rないでください。..団”・・・・・・正副伊司E，けがをするおそれ
、品圃d’があります．

A 注意
動く部分でけがをする。
カパーを閉めて使用すること。
電源プラグを抜いてから糸通し、掃除や調整をすること。
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第1章
各部の名称と基本操作

田

<C> 

① 糸かけ
② 押え圧調節ねじ

③ 糸たて棒
④ スプールクッション

⑤ 糸立て台
⑤ 糸取りカバー
⑦ ミシン針

⑥ 補助テーブル

⑨ 押え
⑩ アームカバー
⑪ 左針用糸調子ダイヤル
⑫ 右針用糸調子ダイヤル
⑬ 上ルーパー用糸調子ダイヤル
⑭ 下ルーパ一用糸調子ダイヤル

⑮ 前カバー
⑮ 押え上げレバー
⑫ 電源スイッチ
⑬ ぬい目の長さ調節ダイヤル

回

⑬ プーリ一 （必ず手前に回してください。）
⑫ 差動送り調節ダイヤル

2 

<D> <E> 

~→→ーへ

⑪ かがり幅調節ダイヤル

② 糸ガイド

前カバー内部
くA＞ピンセッ卜（付属品）

⑮ 下ルーパ一糸通しレ1¥-
⑫ ルーパ一用糸取り

③ 上ルーパー

⑧ 上メス
② 下ルーパー
⑧ ステッチタング
⑧ メスの取っ手

山アクセサリー収納スペース
付属品を収納できます。
くB>2本糸切換つまみ
く仁〉ドライパー

凶補助テーブル内収納スペース
取り外したステッチタングを収納できます。（取り外し
は第5章「細ロックぬい、巻きぬいをする」参照）、
くD＞ステッチタング、くE＞ステッチタングW
＊：換気口 （背面）



① ミシンカバー

② 付属品ケース

③ ピンセッ卜

④ ネット （2個）

付属品

⑤ 糸とまキャップ（4個） r 

⑥ ミシンブラシ

⑦ ドライバー

③ ミシン針（HLxS)

#11 (2本）、非14(2本）

＠ フットコントローラー

（モデル名 .KD-1902) 

⑩ 使いとなしガイド

⑪ 2本糸切換つまみ

⑫ トリムボックス

⑬ ステッチタングW

⑭ 糸こまマット（4個）

① 

／ 
／ 

－「－一戸E一F一ー一-

＠ ⑧ 
⑥ 

⑦ 
一＝＝R：＝コ

③ 

⑩ 

⑪ 

⑬ 

1 
⑭ 
~ 

別売りオプション
用途に合わせて、以下の押えをご用意しています。

① まつりぬい押え
（モデル名： LFOOl)

② ギャザー押え
（モデル名： LF006)

日「閉

①パール付け押え
（モデル名 ：LF004)

且嘉吉
喧｜

④ パイピング押え
（モデル名： LFOOS)

庄司
⑤ テープ付け押え
（モデル名： LF002)

哩調室ヨ
⑥ ワイドテーブル
（モデル名： WTL1)

、長
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ミシンをスター卜させる

ミシンの電源を入れる
1.ミシンの右側面にあるソケットにフットコン卜口一
ラーを接続します。電源プラグを家庭用電源コンセ

ン卜（AC100V）に差し込みます。

2. 電源スイッチの｜傾ljを押して、電源を入れます。電
源を切るときは、 O側を押します。

ミシンをスタートさせる
フットコントローラーを浅く踏み込むとゆっくり、深
く踏み込むと速くぬい進めます。フットコントロ ラー
から足を離すと、ミシンは止まります。

Lt塗童
＠フットコントローラーは、必ず付属のものを使
用してください。

プーリーの使い方
プーリーは、必ず手前 （矢印方向）に回します。これ
は家庭用ミシンと同じ方向です。

プーリ の印をミシン本体側の“糸通し”の位置に合
わせると、針が一番高い位置に上がります。

4 

前カバーの聞き方／閉め方
前カバーは、ミシンに糸を通すときなどに聞きます。
聞くときは、前力パを右にスライドさせ （①）、 手前
に倒します （①）。閉めるときは、前カバーを閉じて左
にスライドさせます。

A注量
③安全のため、ミシン操作中は前カバーを聞かな
いでください。

＠前カバーを開閉するときは、必ず事前にミシン
の電源スイッチを切ってください。

押えの取り付け／取り外し
1電源スイッチを切ります。

2.押え上げレバーを上げます （①）。

3.プーリーを回し、プーリーの印をミシン本体側の M糸
通し”の位置に合わせます （①）。（第1章 「プーリー
の使い方」参照）

4.押えホルダーの後ろのボタンを押すと、押えが外れ
ます （③）。

5押え上げレバー （④）をさらに上げて、押えを一番
高い位置まで上げます。押えホルダーの底のミゾ
と、取り付ける押えの取り付けパーの位置を合わ
せます。

6.押えホルダーの後ろのボタンを押しながら、押え上
げレバーを下げて押えを取り付けます。



トリムボックスの使い方
トリムボックスは、ぬっているときに出る布の切れ端
や糸くずを受けるために使います。

取り付け方

1. トリムボックスの位置ガイドをミシンの印に合わせ
ます。

2. トリムボックスが前カバーにあたるまで挿入します。

らお知らせ

トリムボックスは、ミシンを使用していないときにはフッ
トコント口 ラ の収納に使用することもできます。

どh塗童
③フy 卜コントローラーをト仏ボyクスに入れ
たまま、ミシンを持ち運ばないでください。

フリーアームにする
筒状の布をぬうときは、補助テーブルを外してフリー
アームにします。

1.補助テーブルを外します。

補助テーブル

らお知らせ

取り外した補助テーブルは、なくさないように保管して
ください。

2.布をセットし、ぬい始めます （第5章参照）。

ト＼ ~＂ ¥/ 

布を切らずにぬう
布を切らずにぬうときは、メスを収納しておきます。

A主童
③メスlこ触れないでください。

＠必ず針の位置が一番下にあるととを確認してか
ら、メスの取っ手を操作してください。

＠メスの収納は、必ず翻スイッチを切ってから
行ってください。

1.メスの取っ手を起とし、右に引き出します。

011 
取っ手

2.メスを手前に倒します。

3.完全にメスを収納したら、メスの取っ手から手をは
なします。

5 



ぬい自の長さを調節する
ぬい目の長さは、 通常3mm~こ設定されています。 ぬい
目の長さは、ミシン右側面のぬい目の長さ調節ダイヤ
ルで調節します。

＼ 
①ぬい目を短くする
②ぬい目を長くする

※ダイヤルをRlこ合わせると、ぬい目の長さは約
0.8mmになります。

かがり幅を調節する
かがり幅は、かがり幅調節ダイヤルで調整します。

通常のロックぬいのかがり幅はSmmk設定されていま
す。

①かがり幅を広くする
②かがり幅を狭くする

差動送りを調節する
本ミシンの押えの下には、布を送るための送り歯が2
歯備えられています。差動送りの調節とは、差動送り
歯 （前方）とメイン送り歯 （後方）の布送り量を変えて、
ぬい目を調節するととです。

－差動送りを 1.0に設定した場合：
両送り歯は同じ布送り量で動きます。

－差動送りを 1.0未満に設定した場合 ：
差動送り歯の布送り量はメイン送り歯の布送り量よ
り小さく、布を伸ばしながらぬいます。薄地のパッ
カリングを防止します。

・差動送りを 1.0を超える数値に設定した場合 ・
差動送り歯の布送り量はメイン送り歯の布送り量よ
り大きく、布を縮めながらぬいます。伸縮性のある
布地のぬい伸びを防止します。

6 

差動送り調節

差動送り メイン 差動 ぬい方 使用例
調節値 送リ歯 送り歯

（後方） （前方）

Cヒ二ごとココ 呂コ
布を伸ばし 薄地のパッ

0.7-1.0 ながらぬう 力リンク市
止

1.0 官三？ C巴二竺二当コ 通常通りぬ 通常のかが
つ りぬい

布を縮めな 伸縮性のあ
1.0 2.0 Cヒ二ご二2コ') 巴こコ がらぬう る布地のぬ

い伸び防止

差動送りは、ミシン右側面の差動送り調節ダイヤルで
で調節します。

例：

差動送りの調節をしないで伸縮性のある布地をぬうと、
布端が波状になってしまいます。

ぬい目をなめらかlこするには、差動送りを 1.0～2.0に
調節します。

争お知らせ
適切な調節値は、素材によって異なります。
適切な値を見つけるには、実際に試しぬいをしてくださ
し、。

ども塗童
③デニムのように厚地で伸縮性のない布地をぬう
場合は、差動送りをしないで、ください。布地を
傷める原因になります。



押え圧を調節する
押え庄は、ミシン左上の押え圧調節ねじで調節します。

通常は2~こセ ッ 卜します。

／ 
選択マーク

①弱くする
②強くする

糸調子を調節する
糸調子を調節する糸調子ダイヤルは、すべての針糸 （2
本）、下ルーパ一糸、上lレーJ＼一糸に対して1つずつあ
ります。

Gお知らせ
適切な糸調子は、布地の種類や厚み、使用する糸によっ
て異なります。糸調子は、布地や糸を変えるたびに調節
しましょう。

①黄色：左針用糸調子ダイヤル

①緑色 ：右針用糸調子ダイヤル

＠ピンク ：上ルーパ一用糸調子ダイヤル

①青色：下ルーパ一用糸調子ダイヤル

調節方法

通常、糸調子は4にセットします。

④ 

調節が必要なときは、糸調子ダイヤルを使って調節し
ます。

①弱くする
②強くする

7 



糸調子の調節： 2本針（4本糸）の場合

' ＇，、

裏
, 

2詞
,, 
/ 

糸調子を調節する場合は、
以下の順番で、行ってくださ

。、
，alv
 

糸
糸
一一

糸
糸
一
一

針
針
ル
ル

左
右
上
下

①
②
③
④
 

8 



裏

糸調子の調節：1本針（3本糸）の場合

糸調子を調節する場合は、
以下の順番で、行ってくださ
い。

①針糸
②上ルーパ一糸
③下ルーパ一糸

糸調子の調節：1本針（2本糸）の場合

9 



ミシン針
このミシンで使用するミシン針には、 HLxS（非11または
非14）を推奨します。

ミシン針の見方
①後ろ側 （平らな面）①手前倶lj ③長みぞ

子今治 ②

、、メ3

正しいミシン針の見分け方
針が曲がった状態で、使用すると、途中で折れてしまう
ことがあり非常に危険です。使用する前に、針の平ら
な面を平らな板に合わせ、針と板のすき間が平行かど
うかを確認します。

すき間が平行でない場合は、針が曲がっています。そ
の針は使用しないでください。

0 
,.a －γ~~ 
／ 平らな板

らお知らせ

× 
rーで一＝＝＝＝＝＝＝~
／ 平らな板

ボールポイント針をご使用いただくと、布地の織り糸切
れを防ぐことができます。

織り糸セ刀れ

麗護霊童

10 

ミシン針の交換

右針の取り外し／取り付け

① しめる ②ゆるめる

取り外し方：

1. 電源スイッチを切ります。

2.プーリーを手前に回して、プーリーの印をミシン本
体側の ，，糸通し，， の位置に合わせます （針が一番高
い位置に上がります）。

3.付属のドライバーを使って、外したい針の針締めね
じをイラストの①の方向に回してゆるめ、ミシン
針を外します。

取り付け方：

1.電源スイッチを切ります。

2.プーリーを手前に回して、 プーリーの印をミシン本
体側の”糸通し，，の位置に合わせます （針が一番高
い位置に上がります）。

3針の平らな面を後ろにして、上部が突き当たるまで
完全にミシン針を差し込みます。

4.付属のドライバーを使って、針締めねじをイラスト
の①の方向に回してしめ、ミシン針を取り付けま
す。

Gお知らせ
ミシン針は完全に差し込んでください。
ミシン針が正しく差し込まれると、下記イラストのよう
に、右針が左針より少し下になります。

ども塗童
＠ミシン針の交換は、必ず電源スイッチを切って
から行ってください。

＠ミシン針や針締めねじを針穴に落とさないよう
に注意してください。故障の原因になります。



第2章
糸通しの前準備

糸かけの準備
糸かけを一番高い位置まで引き伸ばします。下図のよう
に、糸かけホルダーが糸たて棒の真上にあることを確認
します。

糸かけホルダー 正しい位置

糸とまキャップ
このミシンは、チーズ巻き糸と、こま巻き糸が使用でき
ます。こま巻き糸を使うときは、スプールクッションを
外し、下図のように糸止めみぞのあるほうを下にして糸
たて棒にさし、必ず糸こまキャップを使います。

どh孟童
＠こま巻訴を使うときは、必ずスプールク ルヨ
ンを外してください。

塁
＠チーズ巻き糸を使うときは、必ずスプールク y
ションを使ってください。

＠糸とまキャップを奥までいっぱいに押し込んで
いないと、糸たて棒に糸がからまり、針が折れ
たり、曲がったりするおそれがあります。

糸とまマット
とま巻きタイプの糸、糸がすべり落ちやすいウーリ一
糸などを使用するときは、このマットを糸こまの下に
敷いてお使いください。
糸がたれ落ちて糸立て棒lこからまることをふせぐこと
ができます。

~ 糸こまマット

糸とまマットの使い方
スプールクッションを外し、糸こまマットを糸立て棒
につけます。
糸乙まを、糸止めみぞのある側を下にして糸立て棒に
はめ、その上から糸こまキャップを奥いっぱいまで押
し込み取り付けます。

スプールクッション

塗章

＠とま巻きの場合は糸とまキャップを糸乙まにつ
くように奥まで、いっぱいに押し込んでいないと、
糸立て棒に糸がからまり、針が折れたり、曲がっ
たりするおそれがあります。

ネット
ナイロン透明糸やメタリック糸などの張りが強い糸を
使用する場合は、付属のネッ卜を糸こまに付けてから
糸たて棒にセッ卜してください。ネットは、糸乙まの
大きさに合わせて使用します。

闘機
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糸通しの前に
1安全のため、電源スイッチを切ります。

2目押え上げレバーを使って、押えを上げます。

3.プーリーを回し、プーリーの印をミシン本体側の H糸
通し”の位置に合わせます （第1章 「プーリーの使
い方」参照）。

（ 百三印
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第3章
糸通し

2本針（4本糸）縁かがりの使用糸

連シ

1本針（3本糸）縁かがり（右針）の使用糸

ザ
1本針（3本糸）縁かがり（左針）の使用糸

J~ 
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1本針（2本糸）縁かがり（右針）の使用糸 1本針（2本糸）縁かがり（左針）の使用糸

γ 二ド
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糸通しは、以下の順番で、行ってください。

I下ルーパ一糸
2.上ルーパ一糸
3.左針糸
4.右針糸

下ルーパーに糸を通す
ミシンに青色で示した矢印と番号に従って、糸を通し
ていきます。

④ 

~ιゴ』Jf戸l口~n

1. 前カバーを右にスライドさせ、前に倒して聞きます。

2.糸とまから糸を引き出し、後ろから前ヘ、糸かけの
糸かけホルダー①、糸かけホルダー①の順に糸を
通します。

3糸をミシン上部の糸案内＠に通します。

4.青色の糸調子ダイヤルの横の糸調子皿①に糸を通
します。

5.糸を引き下げ、ミシンに記された青色の矢印と番号
に従って上図の⑤⑥⑦⑥lこ糸を通します。

らお知らせ
jレーI＼一用糸取り⑦の両方に糸が通っていることを
確認してください。

6. ミシン針が一番高い位置にあるととを確認します。
下ルーパ一糸通しレJ＼ーを右にスライドさせます。
下ルーパーが下図のように移動します。

A塗童
＠下ルーパ一糸通しレバーをスライドさせる前
に、必ずミシン針が一番高い位置にあること
を確認してください。

句 読 了下ルーパ 糸通しレパ

言明暗栴レT
＆温
③下jレーパ一糸通しレバーを、無理に左にスラ
イドさせないでください。故障の原因になり
ます。（スライドさせるときは、必ず上記イラ
ストの矢印方向にスライドさせてください。）

7.左図のように糸を通します⑨。
右図のように、糸を下ルーパーの糸通し穴に通し、上ルー
パーの左下ヘくぐらせます⑩。

8.プーリーを手前にゆっくりと回し、下ルーパーが元
の位置に戻ることを確認します。

どh塗童
＠プーリーは必ず手前に回してください。後ろに
回すと下ルーパーが戻らなくなります。

らお知らせ
ミシンを運転しているときに下ルパ一糸が切れた場合は、糸
を切って両方のミシン針から糸を取り外してください。

再度下ルパーに糸を通すときは、手順に従って正しく
行ってください。糸通しの手順が間違っていると、正し
くぬうことができません。
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上ルーパーに糸を通す
ミシンにピンク色で示した矢印と番号に従って、糸を
通していきます。

④ 

1目前カバーを右lこスライドさせ、前に倒して聞きます。

2.糸乙まから糸を引き出し、後ろから前ヘ、糸かけの
糸かけホルダー①、 糸かけホルダー①の順に糸を
通します。

3.糸をミシン上部の糸案内③に通します。

4目ピンク色の糸調子ダイヤルの横の糸調子皿④に糸
を通します。

5.糸を引き下げ、ミシンに記されたピンク色の矢印と
番号に従って上図の⑤＠⑦③に糸を通します。

らお知らせ

lレーJ＼－用糸取り⑦の右側にのみ糸が通っているこ
とを確認してください。
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6.上ルーパーの糸通し穴⑨に糸を通します。

らお知らせ

ミシン運転中に上ルパ糸が切れたら：
下ルーパ糸が上ルーパに引っかかっている可能性が
あります。プーリーを手前に回して上ルーパーを下げ、
上ルパーに引っかかっている下ルパ糸を取り除き、
上ルーパ糸をかけなおします。
再度上ルーパに糸を通すときは、手順に従って正しく
行ってください。糸通しの手順が間違っていると、正し
くぬうことができません。

Lh塗童
＠安全のため、細川、必ずミシンの電源スイツ
チを切った状態で、行ってください。

＠ 糸通しをはじめる前に、プーリーを回し、プー
リーの印をミシン本体側の”糸通し’J の位置に合
わせてください。（第1章「プーリーの使い方」
参照）



左針に糸を通す
1.切換つまみを左にスライドさせ、 1”印の位置に合
わせます。

2.ミシンに黄色で示した印と番号に従って、糸を通し
ていきます。

2本針の場合 1本針の場合

ド
a）糸とまから糸を引き出し、後ろから前ヘ、糸かけの
糸かけホルダー①、糸かけホルダー①の順に糸を
通します。

b）糸を両手で保持しながら、ミシン上部の糸案内③
に通します。次に、黄色の糸調子ダイヤル横の糸調
子皿④に糸を通します。

仁）ミシンに記された黄色の印と番号に従って上図の
⑤⑥⑦lこ糸を通します。

らお知らせ

糸はセバレーターの左側に通してください。

1.切換つまみを右にスライドさせ、＂ R”印の位置に合
わせます。

2.ミシンに緑色で示した印と番号に従って、糸を通し
ていきます。

2本針の場合 1：本針の場合

a）糸こまから糸を引き出し、後ろから前ヘ、糸かけの
糸かけホルダー①、糸かけホルダー①の順に糸を
通します。

b）糸を両手で保持しながら、ミシン上部の糸案内①
に通します。次に、緑色の糸調子ダイヤル横の糸調
子皿④に糸を通します。

c）ミシンに記された緑色の印と番号に従って上図の
⑤⑥⑦に糸を通します。

らお知らせ

糸はセパレ ターの右側に通してください。
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糸を針に通す（糸通し装置を使う）
糸通し装置を使えば、ワンタッチのレバー操作で糸通
しが行えます。

I押えレパを下げて、押えを下げます。

2.針棒糸かけにかけた糸の端を左ヘ引き、糸ガイドの
ミゾに糸をかけます。糸案内皿のすき間に手前か
ら糸をしっかり奥まで、入れます。

針棒糸かけ

ι 

針ガイド

らお知らせ
糸が糸ガイドのミゾに確実に通っていることを確認
してください。

3.ミシン本体左側面の糸切りに糸を引っかけて切りま
す。
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4.ミシン本体左側面の糸通しレJ＼ーをいっぱいまで、下
げます。

糸通しレバ

糸が針穴に通ります。

5.糸通しレバーをゆっくりと上ヘ戻します。

6目針穴に通った糸の、輪になった部分を持ってゆっく
りと引き、糸の端を引き出します。

7押えレバーを上げ、糸の端を押えの聞に通し、後ろ
側ヘScmほど引き出します。

戸／／



第4章
布地、糸、ミシン針対応表

布地 ぬい目 ぬ（mいm自）の長さ 糸 ミシン針

薄地
スパン糸刊0-90 HLxS 

ジョーゼット
かがりぬい

綿糸非100 非11

ローン
2.0 -3.0 フィラメン卜糸非80-100 

オーガンジー

トリコッ卜

薄地 針糸 ：

ジョーゼッ卜 細ロック、 スパン糸柑0-90
HLxS 

R-2.0 非11

ローン 巻きぬい
フィラメン卜糸非80-100

オーガンジー

トリコッ卜 下糸：
ウーリ一糸
スパン糸同0-90 
フィラメン卜糸井80-100

普通地

ブロード かがりぬい 2.5 3.5 
スパン糸尚0-80 HLxS 
綿糸尚0-80

ギャバジン フィラメン卜糸井60-80 井14

サージ

普通地 細ロック、 針糸： HLxS 
R 2.0 スパン糸尚0-80

ブロード 巻きぬい フィラメン卜糸非6080 再14

下糸：
ウーリ一糸
スパン糸再6080 
フィラメン卜糸尚0-80

厚地

ツイード かがりぬい 3.0 4.0 綿糸町0-60 HLxS 

スパン糸尚O

デニム フィラメン卜糸目0-60
再14

ニット

ら
装飾糸を使う場合は、上ルーパ一糸として使うと仕上がりが美しくなります。

19 



第5章
ぬってみましょう

ステッチを選ぶ
実際にぬい始める前に、ステッチを選びます。本ミシ
ンでぬえるステッチは、以下の通りです。

4本糸縁かがり
4本の糸と2本の針を使います。

丈夫なぬい目ができます。ニットや織物をぬうのに最
適です。

3本糸縁かがり（Smm)
3本の糸と左針を使います。かがり幅がSmmになりま
す。

スーツやブラウス、スラックスなどに使います。普通
地から厚地の素材をぬうのに最適です。

らお知らせ
とのステッチをぬうときは、右針を取り外してください。

3本糸縁かがり（2.8mm)
3本の糸と右針を使います。かがり幅が2.8mmになり
ます。

スーツやブラウス、スラックスなどに使います。薄地
から普通地の素材をぬうのに最適です。

Qお知らせ
このステッチをぬうときは、左針を取り外してください。

I 
2本糸縁かがり（Smm)
2本の糸と左針を使います。かがり幅がSmmになりま
す。

スーツやブラウス、スラックスなどに使います。普通
地から厚地の素材をぬうのに最適です。

らお知らせ
乙のステッチをぬうときは、右針を取り外してください。
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2本糸縁かがり（2.8mm)
2本の糸と右針を使います。かがり幅が2.8mmになり
ます。

スーツやブラウス、スラックスなどに使います。薄地
から普通地の素材をぬうのに最適です。

らお知らせ

このステッチをぬうときは、左針を取り外してください。

細ロックぬいと巻きぬい
装飾や仕上げに使います。詳しくは、本章 「細ロック
ぬい、巻きぬいをする」を参照してください。

醸輯舗
フラットロック
装飾や仕上げに使います。ぬいあがった布を引っ張る
と、はしご模様になります。

らお知らせ

別売りの押えを使うと、より多彩なステッチがぬえます。

試しぬいをする
実際の作品をぬう前に、試しぬいをします。

1.糸調子を以下のようにセッ卜します。

<4本糸縁かがり13本糸縁かがりの場合＞
糸調子をすべて「4」にセッ卜します。

<l本針 （2本糸）縁かがりの場合＞

－針糸の糸調子を 「2Jにセッ卜します。

－下ル パ一糸の糸調子を 「6Jlζセッ卜します。

（本章「2本糸縁かがり設定表」参照）

2.ミシンに糸を通し、すべての糸を lScmほど押えの
後ろヘ引き出します。



3.押え上げレバーを上げ、試しぬい用の布をセットし、
押え上げレバーを下げます。

らお知らせ

4.左手ですべての糸をつまみ、プーリーをゆっくりと
数回手前に回して糸のからみぐあいを確かめてか
ら、ゆっくりとフットコントローラ を使ってぬい
始めます。

ぬい始める
1.試しぬいが終わったら、そのまま押えを上げずにゆっ
くりとlOcmほど 「からぬい」（布地をぬわず、糸だけ
をからませること）します。糸は自動でからみます。

設お知らせ

糸調子の設定が不適切だと、からぬいのぬい目が均等に
なりません。この場合、糸を軽くヲ｜いてぬい目を均等に
してください。また、糸通しの手順を再確認し、適正な
糸調子に調節してください（第1章「糸調子を調節する」

参照）。

2.からぬいしてで、きたチェーンを後ろヘ出しておきます。

3.押え上げレバーを上げて布をセッ卜し、押え上げレ
J＼ーを下げます。フットコントローラーを踏み、ゆっ
くりぬい進めます。

4.ぬい目が均ーかどうか確認します。ぬい目が均一で
ない場合は、糸通しが手順どおり正しくできている
か再確認します。

5.ぬいしろガイドを目安に、かがり幅が一定になるよ
うにぬい進めます。ぬいしろガイドの目盛は、以下
の通りです。

かがり幅調節ダイヤルを「SJにセットした状態で
9.Smm、12.?mm、15.9mm、25.4mmになります。

6ぬい終わったら、ミシンを低速で運転し、からぬい
します。布端から約Scmのチェーンを残して布を
外します。チェーンの長さが十分で、ないときは、糸
をゆっくりと引っばって伸ばし、ハサミで切ってお
きます。
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ぬい始めと終わりのほつれ止め
ほつれ止めをするには、 4つの方法があります。

方法1
以下の手順で、ミシンを使ってぬい始めとぬい終わり
のぬい目をそれぞれ固定します。

ぬい始め
1.約Scmからぬいした後、布地を数針ぬいます。

2. ミシンを止め、押え上げレバーを上げます。

3押えの下にチ工 ンをセッ卜し、押え上げレバーを
下げ、チェ ンの上を重ねぬいします。

4.図のように余分なチェーンをメスで、切りながらぬい
進めます。

＼＼ ~ II 

ぬい終わり

1.ぬい終わりまできたら、布端から 1針分外に針を落
としてから、ミシンを止めます。

2.押え上げレバーを上げ、ミシン針を上げます。布地
を裏返します。

＼＼ ~ II 

3.ミシン針を下げ、その位置で押え上げレバーを下げ
ます。

4.ぬい目をメスで切らないように注意しながら、ぬい
目の上を重ねぬいします。
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5.数針重ねぬいしたら、布地を外します。

＼＼ ~ II 

6.ハサミで余分な糸を切ります。

方法2
ぬい目からほどいた糸を結んで、ほつれ止めします。

方法3
とじ針を使って、ぬい終わりのぬい自に差し込んでほ
つれ止めします。

方法4
手芸用ボンドで固定して、ボンドが乾いたら余分なぬ
い目を切ります。



裁縫中に糸切れしたとき
布を押えから外して糸を切ります。下ルーパ一、上ル－
J＼一、左針、右針の順番で、正しく糸通しをします （第
3章「糸通しJ参照）。 糸切れしたところから3～Scm手
前部分に布地を再度セッ卜し、ぬい目の上を重ねぬい
します。

＆塗童

③まち針を布地に刺したままぬわないでください。
メスを傷つけたり、針が折れてけがをしたりす
るおそれがあります。

薄地をぬう
Iぬい縮みを防ぎ、カーブもスムーズにぬえるよう、
押え圧を調節します （第1章 「押え圧を調節する」
参照）。

2糸調子をゆるめます。ゆるめすぎると糸切れし、ぬ
い目がとぶ可能性があるので注意してください。

ステッチタングWの使い方
出荷時には、ステッチタング （標準）が取り付けられ
ています。伸縮性のある布地をぬう場合は、付属のス
テッチタングW（幅広）を使用してください。糸調子
を変更せずに、布地を伸縮させずにぬうことができま
す。

7 －，一安

ステッチタング ステッチタングW

2本糸縫製

2本糸切換つまみの取り付けかた

らお知らせ
2本糸切換つまみは、必ず糸通し装置を使って糸通し
を完了させた後でミシンに取り付けてください。（2
本糸切換つまみがミシンに取り付けられた状態では、
糸通し装置を使うことができません。）

1. 安全のため、ミシンの電源スイッチを切ります。

2.プーリーを回し、プーリーの印をミシン本体側の
”2本糸切換”位置に合わせます。

3. 2本糸切換つまみを指先で強くつかみ、下図のよう
にすき間のない状態にします。

2本糸切換つまみ

よヨ
4. 2本糸切換つまみを強くつかんだまま、 2本糸切換
つまみの穴をOL軸の先端に押し付け、そのまま2
本糸切換つまみをOL軸lこ通します。

OL軸
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5. 2本糸切換つまみの先端が上ルーJ＼ーの穴に入るま
で、 2本糸切換つまみを下いっぱいまで、押し込みま
す。

これで取り付け完了です。

2本糸縁かがり設定表

ぬい目の長さ 3 

かがり幅 5”7 

スァツチタング 取り付ける
糸調子 薄地用 普通地用

左針糸 2 (1 -3) 2 (1 -3) 

下ルーパ一糸 6 (5 -7) 6 (5 -7) 

右針糸 2 (1 -3) 2 (1 -3) 

下ルーパ一糸 6 (5 -7) 6 (5-7) 
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細ロックぬいと巻きぬいは、布端の処理lこ使われるこ
とが多く、薄地や普通地の装飾ぬいに最適です。左ミ
シン針を外して3本の糸でぬいます。

ども塗童
＠ミシン針の取り外し、取り付けの前には、必ず
電源スイッチを切ってください。

1.左ミシン針を取り外します。

みお知らせ

適切な糸とミシン針については、第4章「布地、糸、
ミシン針対応表」を参照してください。

2.糸通しをします （第3章 「右針に糸を通す」参照）。

3.以下の手順でステッチタングを外します。

①押え上げレバーで押えを上げます。

②すべての糸をミシンの後ろへ引き出します。

③ステッチタングの周りに糸がからまっていない
ととを確認します。

④前カバーを聞きます。

⑤プーリーを手前に回し、上ルーパーを一番下の
位置に下げます。

＠ステッチタングをつまみ、矢印方向に引いて外
します。

4.取り外したステッチタングまたはステッチタングW
は、補助テーブル内の収納スペースに保管します。

ステッチタング ステッチタングW



Qお知らせ
通常のかがりぬいは、必ずステッチタングをつけた
状態で、ぬってください。

5.かがり幅調節ダイヤルを「R」にセットします。

選択マーク

6.ぬい自の長さ （ステッチの長さ）を調節します。
ぬい自の長さ調節ダイヤルをR～2にセッ卜します
（細ロックぬいの場合：R～2、巻きぬいの場合.R）。

／ 
選択マク

フラットロック
フラットロックは装飾ぬいに使います。フラットロッ
クをぬうときは、通常以下のように設定するときれい
に仕上がります。右ミシン針を外して3本の糸でぬい
ます。

－かがり幅：5～？mm

－ぬい目の長さ：2～4mm

．針糸の糸調子：0～3

－上ル－J＼一糸の糸調子：5～8
．下ルーJ＼一糸の糸調子：6～9

1.布を図のように折ります。

2.メスを倒します（第1章「布を切らずにぬう」参照）。

らお知らせ

布端をカッ トしながらぬう場合は、メスを倒す必要
はありません。

3.プーリーを手前に回し、プーリーの印をミシン本体
側の”糸通し”の位置に合わせます （針が一番高い
位置に上がります）。

4.押え上げレバーを上げ、布の折り山上にぬい目がで
きるように布をセットします。

5.押え上げレバーを下げます。

6.まっすぐにぬい進め、ぬい終わったらぬい目を聞き
ます。

7
ゴ
暗
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細ロックぬい／巻きぬいの設定表

巻きぬい 細ロックぬい

ぬい目
裏地

表地
表i他

布地
第4章「布地、糸、ミシン針対応表」参照。 第4章「布地、糸、ミシン針対応表」参照。

針糸
第4章「布地、糸、ミシン針対応表」参照。 第4章「布地、糸、ミシン針対応表」参照。

上ルーパ一糸
第4章「布地、糸、ミシン針対応表」参照。 第4章「布地、糸、ミシン針対応表」参照。

下ルーパ一糸
第4章「布地、糸、ミシン針対応表」参照。 第4章「布地、糸、ミシン針対応表」参照。

ぬい自の長さ R R 2.0 

かがり幅 R R 

ステッチタング 取り外す 取り外す

糸調子 薄地用 普通地用 薄地用 普通地用

針糸 4 (3-5) 5 (4-6) 4 (3 -5) 5 (4-6) 

上ルーパ一糸 5 (4-6) 5 (4-6) 5 (4-6) 6(5-7) 

下ルーパ一糸 7 (6-8) 7 (6-8) 5 (4-6) 6(5-7) 
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第6章
困ったときは
ミシンが思いどおりに動かないときは、修理を依頼する前に以下の項目を確認してください。それでも改善されない場
合は、お買い上げの販売店、または「お客様相談室 （ミシン119番）」にご相談ください。

不具合 原因 解決方法

l布を送らない 1糸が不必要な箇所lこからんでいる。 正しく糸通しをする （P13"18参照）。

2.押え圧が弱すぎる。 押え圧調節ねじを時計回りに回して、押え圧を強
める （P7参照）。

2.ミシン針が折れる 1ミシン針が曲がっている。または 新しいミシン針と交換する （P10参照）。
針先がつぶれている。

2.ミシン針が正しく取り付けられて ミシン針をを正しく取り付ける （P10参照）。
いない。

3.布地を無理やりヨ｜つ張っている。 縫製中、布地を強く押したり引っ張ったりしない。

3.糸が切れる 1.糸通し方法が間違っている。 正しく糸通しをする （Pff18参照）。

2.糸がからまっている。 糸とま、糸かけホルダーなどを確認し、 からまっ
ている糸をほどく。

3.糸調子が強すぎる。 糸調子を調節する （Pア9参照）。

4.ミシン針が正しく取り付けられて ミシン針を正しく取り付ける （P10参照）。
いない。

5.正しいミシン針を使用していない。 正しいミシン針を使う（P10参照）。
（推奨するミシン針・HLXS)

6. 2本糸切換つまみの先端が上ルー 2本糸切換つまみの先端を上ルーパーの穴に入れ
J＼－の穴に入っていない。 る （P23”24参照）。

4ぬい目がとぶ 1ミシン針が曲がっている。または 新しいミシン針と交換する （P10参照）。
針先がつぶれている。

2.ミシン針が正しく取り付けられて ミシン針を正しく取り付ける （P10参照）。
いない。

3田正しいミシン針を使用していない。 正しいミシン針を使う（P10参照）。
（推奨するミシン針.HLXS) 

4.糸通し方法が間違っている。 正しく糸通しをする （Pff18参照）。

5目押え圧が弱すぎる。 押え圧調節ねじを時計回りに回して、 押え圧を強
める（P7参照）。

6. 2本糸切換つまみの先端が上ルー 2本糸切換つまみの先端を上ル パーの穴に入れ
J＼ーの穴に入っていない。 る（PH 24参照）。

5目ぬい目が均一でない 糸調子が適切に調節されていない。 糸調子を調節する （Pア9参照）。

6.ぬい縮みがある 1.糸調子が強すぎる。 軽量または薄手の布地をぬうときは、 糸調子を弱
める （PT9参照）。

2糸通し方法が間違っている、また 正しく糸通しをする （P13“18参照）。
は糸がからまっている。

7，布地の切れ味が悪い 刃先が摩耗している。 新しいメスと交換する必要があります。
お近くのブラザー販売店にご相談ください。
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第7章
お手入れ

A塗童

掃除

＠掃除をするときは、事前にミシンの電源スイツ
チを切ってください。

＠プーリーを手前に回して、ミシン針を下げてか
ら掃除を行ってください。

ミシン使用後に、付属のミシンブ、ラシを使ってほこり
や糸くずなどを取り除きます。

注油
なめらかで静かな作動状態を保つため、定期的に動作
部分 （矢印）にミシン油をさします。ミシン油は市販
のものをご使用ください。

ども塗童

＠ミシンの電源スイyチを切ってから前カバーを
開け、ミシン油を 1、2滴ざしてください。ミシ
ン油は指定箇所以外にはさきないでください。

らお知らせ
ミシンを使用する前に注油してください。

注j由の前に、必ずミシンについている糸くず、ほこりな
どをふき取ってください。

月lこ1、2回は、ミシンに注油してください。ミシンを頻
繁に使う場合は、週に 1回注油してください。
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仕様

項目 仕様

ぬい速度 最速1,300針／分

かがり幅 Smm～7mm （標準 Smm) 

ぬい目の長さ R2mm～4mm 

押えが上がる高さ Smm～6mm 

ミシン針 HLxS （非11:2本、れ4・2本）

対応糸数とミシン針数 2本糸／3本糸／4本糸

2本針／1本針

製品質量 6 kg 

ミシン寸法 幅33.Scmx高さ29.8cmx奥行27.9cm

電源 AClOOV 50/60Hz 

定格電圧／消費電力 AClOOV I 70W 

ランプ 白色発光ダイオード
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アフターサービス
修理を依頼するときや部品を購入するときは、お買い上げの販売店、または「お客様相談室（ミシン 119番）J
にお問い合わせください。

保証書について
．ご購入の際、保証書にお買い上げ目、販売店名などが記入しであるかご確認の上、販売店で、受け取って
ください。保証書の内容をよくお読みいただき、大切に保管してください。

・当社はとのミシンの補修用性能部品を、製品打ち切り後最低8年間保有しています。性能部品とは、そ
の製品の機能を維持するために必要な部品です。

・修理については、お買い上げの販売店、または下記の「お客様相談室 （ミシン 119番）」にご相談くだ
さい。

お客様相談室（ミシン119番） 050-3786-1134 
本製品についての、使い方やアフターサービスについてご不明な場合は

お買い上げの販売店、または 「お客様相談室 （ミシン 119番）」 までお問い合わせください。

干467-8577 愛知県名古屋市瑞穂区苗代町15-1

お客様相談室（ミシン 119番） TEL: 050-3786-1134 
FAX: 052-824-3031 

受付時間：月曜日～金曜日 9: 00～17: 30 

休業日：土曜日、日曜日、祝日およびブラザー販売株式会社の休日

・お客様相談室（ミシン 119番）は、ブラザー販売株式会社が運営しています。

．機能および操作方法が機種によって異なるため、お問い合わせの際に 「機種名」と「機械番号」をご連
絡いただきますと、スムーズにお答えすることができます。

ミシン背面の定格ハリマーク （銀色シール）の下記部分をご確認ください。

機種名卓当 ｜ ｜ 
機械番号

・ブラザー製品についてのご意見、ご要望は、お買い上げの販売店、またはよ記 「お客様相談室 （ミシン
119番）」 にご連絡ください。

．上記の電話番号、住所および受付時間は、都合により変更する場合がございますので、ご了承ください。

ホームページ
ブラザーのホームページでは、製品に関する様々な情報を掲載しております。

http://www.b『other.co.jp/

ブラザーソリユーションセンターでは、製品に関するサポー卜情報を掲載しております。

http:! /solutions.brother .co.jp/ 

フラサー工業株式主社
愛知県名古屋市瑞穂区苗代町15 1 干467-8561
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